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淳
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城
跡

一　
奈
良
時
代
―
室
町
時
代
、
二
　
縄
文
時
代
、
弥
生
時

代
、
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一　

右
京

二
条

三
坊
七
坪

（第
三
七
八
十
四
次
調

査
）

本
調
査
は
、
近
鉄
西
大
寺
駅

口

南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う

奈

も
の
で
、
調
査
地
は
平
城
京
右

京
二
条
三
坊
七
坪
の
西
辺
部
中

央
付
近
に
位
置
し
、
発
掘
面
積
は
九
〇
〇
♂
で
あ
る
。

検
出
し
た
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構
に
は
、
西
三
坊
坊
間
路
、
同
東

側
溝
、
西
三
坊
坊
間
路
に
面
し
坪
内
を
南
北
三
分
す
る
位
置
に
あ
る
西
向
き
の

門
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
掘
立
柱
塀

一
条
、
井
戸
三
基
が
あ
る
。
こ
の
他
に
西

三
坊
坊
間
路
西
側
溝
の
位
置
を
踏
襲
す
る
中
世
の
流
路
が
あ
る
。

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五

一
六
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
の
掘
形
は
、

平
面
隅
丸
方
形
で
、
東
西
三

・
三
ｍ
、
南
北
三

・
三
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ

一
・
六
ｍ
で
あ
る
。
枠
の
構
造
は
方
形
縦
板
組
横
桟
留
め
で
、
内
法
は
○

・
九

ｍ
×
○

・
九
ｍ
で
あ
る
。
枠
内
の
埋
土
か
ら
木
簡
と
と
も
に
奈
良
時
代
後
半
か

ら
長
岡
京
期
の
土
器
が
、
掘
形
の
埋
土
か
ら
奈
良
時
代
後
半
の
土
器
が
出
上
し

た
。
そ
の
他
の
遺
物
に
は
、
西
三
坊
坊
問
路
東
側
溝
か
ら
出
土
し
た
和
同
開
弥
、

横
櫛
、
三
彩
小
壺
蓋
、
三
彩
杯
か
皿
の
破
片
、
緑
釉
椀
、
円
面
硯
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
墨
書
土
器
四
点
、
箆
記
号
の
あ
る
土
器

一
点
を
確
認

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文
字
の
判
読
で
き
る
も
の
に
は
、
須
恵
器
杯
底
部
内
面

に
書
か
れ
た

「□
考
所
」
、
須
恵
器
杯
蓋
頂
部
外
面
に
書
か
れ
た

「大
」
、
須
恵

器
甕
口
縁
部
外
面
に
線
刻
さ
れ
た

「十
」
が
あ
る
。

一
一　
右
京
三
条
四
坊
十
坪

（第
三
八
六
次
調
査
）

本
調
査
は
、
大
和
中
央
道
街
路
整
備
事
業
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。
当
該

地
は
、
平
城
京
の
条
坊
で
は
右
京
三
条
四
坊
十
坪
の
西
半
部
に
相
当
す
る
。
こ

れ
ま
で
に
こ
の
十
坪
内
で
は
、　
一
九
人
九
年
度
に
本
調
査
地
の
東
隣
で
事
務
所

新
築
に
伴
う
試
掘
調
査

（奈
良
市
平
成
元
年
度
―
第
五
次
調
査
）
を
実
施
し
て
お

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代



り
、
そ
の
際
に
掘
立
柱
列
や
土
坑
な
ど
数
多
く
の
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
今

回
は
十
坪
内
の
宅
地
の
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
、
約
人
Ｏ

Ｏ
ｒ
の
調
査
区
を
設
定
し
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
上
坑

一
基
、
弥
生
時
代
の
自
然
流
路

一
、
奈
良

時
代
の
掘
立
柱
建
物

一
三
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
井
戸
三
基
の
他
に
、
時
期
不

明
の
自
然
流
路
二
を
検
出
し
た
。

奈
良
時
代
の
建
物
は
、
規
模
が
小
さ
く
、
建
物
の
主
軸
が
国
土
方
眼
方
位
の

北
で
東
に
振
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
掘
立
柱
塀
も
北
で
東
に
振
れ
る
傾
向
が

窺
わ
れ
る
。
発
掘
区
の
南
端
で
は
、
三
条
条
間
路
が
近
い
た
め
か
建
物
な
ど
の

遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
井
戸
は
、
三
基
と
も
井
戸
枠
は
既
に
抜
き
取
ら

れ
て
お
り
残
存
し
な
い
。
こ
の
う
ち
、　
一
基
の
井
戸
の
抜
取
り
穴
か
ら
は
今
回

報
告
す
る
木
簡
を
は
じ
め
、
奈
良
時
代
中
頃
の
土
師
器

。
須
恵
器
、
瓦
片
、
種

子
、
斎
串
、
箸
が
遺
物
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
計
六
箱
分
が
出
土
し
た
。

弥
生
時
代
の
自
然
流
路
は
、　
一
部
を
検
出
し
た
だ
け
で
、
西
端
と
北
端
は
発

掘
区
外
へ
続
く
た
め
全
長
は
不
明
で
あ
る
。
深
さ
は
、
検
出
面
か
ら
○

・
三
１

０

。
六
ｍ
を
測
る
。
流
路
内
の
堆
積
土
に
は
、
弥
生
土
器
片
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
が

含
ま
れ
て
い
た
。
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
小
さ
な
剖
片
が
多
く
認
め
ら
れ
た
た
め
、
自

然
流
路
の
堆
積
土
ご
と
採
取
し
た
。
現
在
、
土
壌
を
洗
浄
し
な
が
ら
サ
ヌ
カ
イ

ト
片
を
選
別
し
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
土
坑
は
、
弥
生
時
代
の
自
然
流
路
の
下
層
で
検
出
し
た
。
東
西

径

一
。
一
ｍ
、
南
北
径

一
・
三
ｍ
の
平
面
楕
円
形
の
掘
形
で
、
深
さ
は
○

・
三

ｍ
で
あ
る
。
埋
土
か
ら
は
、
縄
文
土
器
破
片
、
石
器

（叩
石
、
台
石
）
が
出
土

し
た
。
奈
良
市
内
で
は
縄
文
時
代
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
例
は
少
な
い
が
、
本

調
査
地
か
ら
北
東
七
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
菅
原
町
付
近
に
位
置
す
る
菅
原
東
遺
跡
で
は
、

縄
文
時
代
後
期
―
晩
期
の
石
器
や
自
然
流
路
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
本
調
査
地
周
辺
に
縄
文
時
代
の
集
落
が
あ
る
可
能
性
も
十
分
に
想

定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
は
、
奈
良
時
代
の
下
層
を
も
含
め
た
綿
密
な
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
右
京
二
条
三
坊
七
坪

（第
一一一七
八
十
四
次
調
査
）

⑪
　
　
「
山
背
国
京
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

木
簡
の
上
端
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
削
ぎ
取
っ
た
削
暦
で
、
上
端
は
木
簡
の
原

形
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
削
婿
と
同
材
と
思
わ
れ
る
削
婿
の
小
片
三
点
が
同

じ
Ｓ
Ｅ
五

一
六
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
墨
痕
が
認
め
ら
れ

ず
接
合
も
し
な
か
っ
た
。

「京
都
」
は
、
都
を
指
す

一
般
名
詞
と
考
え
ら
れ
、
「京
師
」
ほ
ど
頻
度
は― (1)



高
く
な
い
が

『続
日
本
紀
』
に
も
七
例
用
例
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
天
平

一
二
、

一
三
年
の
記
事
に
恭
仁
京
を
指
す
例
が
三
例
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ

る
が
、
今
回
の
木
簡
の

「山
背
国
京
都
」
は
、
共
伴
遺
物
の
年
代
か
ら
み
て
長

岡
京
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　
右
京
三
条
四
坊
十
坪

（第
一二
八
六
次
調
査
）

〔寒
ヵ
〕

□
其
□
康
□

文
字
は
全
体
に
左
寄
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
「陳
」
は
麻
と
糸
が
か
な
り
ず

れ
て
い
る
が

一
文
字
と
み
ら
れ
る
。
全
体
の
文
意
は
不
明
で
あ
る
が
、
康
は
麻

糸
を
意
味
す
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
両
調
査
出
上
の
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書

（第
一
分
冊
）

平
成
九
年
度
』
盆

九
九
八
年
）（
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原
田
香
織
、
二
　
一二
好
美
穂
・
松
浦
五
輪
美
）

一

（
Ｐ
ω
Ｏ
）
×
∞
Ｐ
×
卜
　
ｏ
∞
］

1997年出土の木簡

Ⅷ

二 (1)




